
お世話になった親方たちからは多くのこ

とを学べましたし、お客様からも「独立

したら仕事を依頼するよ」とお声掛け頂

いていたので、起業してから今日まで一

度も仕事が途切れることなくやってこら

れました。また、同年代では誰にも負け

ないくらい勉強を重ね、知識と技術を身

に付けてきたので、不安よりも自信のほ

うが大きかったですね。

建設業務を網羅する会社へ成長

川﨑　改めて、現在はどのような案件を

請け負っていらっしゃるのでしょう。

中西　メインで手掛けているのは配管工

事です。当社では給排水配管や消防用配

管、燃料配管、ガス配管、空調用配管な

ど、ありとあらゆる配管工事に対応して

おり、住宅からマンション、公共施設ま

で多様な建物の現場で作業を手掛けてい

ます。配管工事は足場工事や内装工事と

比べて目に見えない部分が多いですが、

求められる技術や知識は最も高度です。

それでいて、少しでも不備があれば皆様

の生活に支障が出る分野ですから、常に

責任感を持って現場に臨んでいますし、

重要なポジションを任されているという

プライドも持っています。

川﨑　人間の体で例えるなら、内装は

「肌」で、配管は「血管」のようなもの

だと感じます。そういう意味では、御社

は建物の「健康」を根底から支えてくだ

さる存在と言えますね。

中西　そう言って頂けると嬉しいです

ね。また、当社では配管工事に強みを持

ちつつも、その枠に捉われることなく、

電気工事や土木工事、内装工事といった

他の各種工事にも対応できる環境を整え

ています。仮に、自社だけでは難しい案

件であっても、これまでに築き上げてき

た人脈を生かして、仲間と協力しながら

取り組んでいるんです。お客様は当社を

頼ってくださっているのですから、私も

常に自分の能力と技術の限界を引き出し

て、報酬以上の良質な商品を提供できる

よう心掛けていますね。

地域活性に貢献する企業を目指して

川﨑　お話を伺っていると、社長がゆる

ぎない情熱を持って事業に取り組んでい

らっしゃる様子が伝わってきます。ご自

身の中で、そうした原動力はどこにある

のでしょうか？

中西　自分の原点にあるのは、やはり幼

少期から培ってきた「いつか必ず逆転す

るんだ」という雑草魂ですね。そうした

強い気持ちを常に持ち続けてきたので、

辛い時に自分自身を鼓舞することがで

き、あらゆる壁を乗り越えられたのだと

思います。

川﨑　それだけの信念を持っていらっ

しゃるからこそ、多くの方が社長のお人

柄に惹かれるのだと思います。これから

のご活躍が大いに楽しみです！

中西　ありがとうございます。2 代目、

3 代目と代々続く同業他社が多い中で、

私には受け継いできたものはありません

が、「会社を大きくしていくんだ」とい

う気概だけは、決して誰にも負けません。

これまでも持ち前のハングリー精神を武

器に、会社として掲げた目標は全て有言

実行で達成しており、今後も建設関連の

ことなら一式手掛けられるように、他の

業務にも積極的に着手していきます。そ

うして、いずれは静岡県西部で一番大き

な建設会社になってみせますよ。

　また、そうして多くの人やお金を動か

せるようになった暁には、これまでお世

話になった磐田市の活性化に貢献すべ

く、ボランティア活動や寄付などの支援

活動を積極的に行い、この地域に恩返し

ができればと考えています。

川﨑　では最後に、この先に出会われる

お客様にメッセージをお願いします。

中西　当社の技術や知識を信頼して頂い

た以上は、その気持ちにお応えするべく、

必ず期待以上のものを仕上げ、満足して

頂けるよう全力で仕事に取り組んでまい

ります。建築関係のご依頼なら何でもお

任せください！

どんな苦難をもバネに変えて

川﨑　まずは、中西社長が配管工事を手

掛けられるようになったきっかけから教

えて頂けますでしょうか？

中西　私は幼くして両親と離れ離れにな

り、祖父母や親戚の家で 18 歳まで育ち

ました。そうした経験もあってか、子ど

もの頃から「大人になったら会社を立ち

上げて、大きな人間になって伸び伸びと

生きよう」という思いをずっと抱き続け

ていたんです。

川﨑　大変なご経験をプラスの力に変換

されたのですね。その時には、もう建

設業界に入られることを決めていらっ

しゃったのですか？

中西　いえ、当時は特に具体的な業種を

決めていたわけではないんです。実は、

19 歳の時に子どもを授かり家庭を築く

ようになったことを機に、自分に合った

仕事はないか探していたところ、配管工

事の仕事と出会いました。働く中で、作

業内容や覚えることが無限にある楽しさ

や、世の中から決して無くならないであ

ろう仕事である点から、生涯にわたって

やりがいを持って続けられそうだと思い

まして。配管工事業者として独立するこ

とを決意しました。

川﨑　早い時期から、ご自身の天職と出

会われたのは素晴らしいことだと思いま

す。実際に独立されてからは、順調に滑

り出せましたか？

中西　はい。ありがたいことに、私は人

に恵まれているんです。独立するまでに

静岡県磐田市を拠点に多種多様な配管工事を請け負っている（株）プラムワークス。これま
での人生で苦労を重ねてきたという中西社長は、それらを全てプラスの力に変えて会社を成
長させ続けている。その“雑草魂”の根源にあるものは何か、俳優の川﨑麻世さんが迫った。
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静岡県磐田市新貝 1975-50-C
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中西 孝太
北海道出身。３歳で母親と死別し、祖父母や親戚
の家で育つ。そうした逆境を力に変えて経営者に
なることを志し、19 歳で出会った配管工事の仕事
で、独立することを決意。目標として掲げていた
30 歳での独立を実現し、2018 年 10 月に（株）
プラムワークスとして法人化を果たした。現在は
給排水やガスなどあらゆる配管工事を手掛けつつ、
これまでに築いた人脈を生かして電気工事や内装
工事にも着手するなど、業容を拡大している。

私も 13 歳の時に 1 人で上京してから、「絶対に成功するんだ」

とがむしゃらに努力してきた経験があるので、中西社長のお話

には共感しました。どんなマイナスをもプラスに変換される力

を持っていらっしゃいますから、この先も必ず飛躍されていく

でしょう。ぜひ、大企業の経営者へと成長されて、地域の人と

人とをつなぐ「パイプ」の役目も果たしてくださいね。

川﨑 麻世（俳優）
Guest Comment>>
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